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(57)【要約】
【課題】内視鏡のレンズ付近に液体が溜まることを抑制
できる内視鏡用フードを提供する。
【解決手段】経鼻内視鏡２の先端部の外周面２１に着脱
自在に装着される筒状の装着部３１と、装着部３１の先
端から延設され経鼻内視鏡２の先端２２と患部との距離
を一定に維持する突出部３２とを有するフード本体３を
備える。さらに、突出部３２の内周面３３には、洗浄液
を噴出する送水チューブ４と、汚れた洗浄液や患部から
流れ出る血液等の液体を吸引する排水チューブ５が設け
られている。そして、排水チューブ５の排水口５２は、
送水チューブ４の送水口４２よりも基端側に配置されて
いる。
【選択図】　図１
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　内視鏡の先端部の外周面に着脱自在に装着される筒状の装着部と、前記装着部の先端か
ら延設され前記内視鏡の先端と患部との距離を一定に維持する突出部とを備える内視鏡用
フードにおいて、
　前記突出部には、前記患部を洗浄する洗浄液を先端から送水する送水チューブと、前記
突出部の内側に溜まった液体を先端から排出する排水チューブとが設けられ、
　前記排水チューブの先端位置は、前記送水チューブの先端位置よりも基端側に配置され
ていることを特徴とする内視鏡用フード。
【請求項２】
　前記装着部が前記内視鏡の先端部に装着された際に、前記排水チューブの先端位置は、
前記内視鏡の先端位置又は前記内視鏡の先端位置よりも基端側に配置されていることを特
徴とする請求項１に記載の内視鏡用フード。
【請求項３】
　前記排水チューブは、前記突出部の内周面に着脱自在に設けられていることを特徴とす
る請求項１又は２に記載の内視鏡用フード。
【請求項４】
　前記内視鏡は、経鼻内視鏡であって、
　前記送水チューブ及び排水チューブは、前記突出部の内周面に設けられていることを特
徴とする請求項１乃至３のいずれかに記載の内視鏡用フード。
 
 
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、例えば内視鏡的粘膜下層剥離術（ＥＳＤ）において用いられる内視鏡の先端
に取り付けられる内視鏡用フードに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来、内視鏡的粘膜下層剥離術（ＥＳＤ）などの内視鏡下で手技を行う場合、内視鏡の
先端に内視鏡用フードが装着される。これにより、内視鏡の先端と患部との距離が一定に
維持され、患部の良好な視野を確保することができる。
【０００３】
　また、この内視鏡用フードは、患部を洗浄する洗浄液を先端から噴出させる送水口と、
汚れた洗浄液や患部から流れ出る血液等の液体を吸引する排水口とを有するものが知られ
ている（例えば、特許文献１参照）。これによれば、患部の粘膜や出血等の汚れを送水口
から噴出された洗浄液で洗浄することができるため、患部の視野を良好な状態に維持する
ことができる。
【先行技術文献】
【特許文献】
【０００４】
【特許文献１】特開昭５５－８４１４１号公報
【発明の概要】
【発明が解決しようとする課題】
【０００５】
　しかしながら、特許文献１の内視鏡用フードの排水口は、フードの先端位置に配置され
ているため、内視鏡の先端が上方を向いたときに、送水口から噴出された洗浄液や患部か
ら流れ出る血液等の液体がフード内に溜まるおそれがある。フード内に液体が溜まると内
視鏡による視野の悪化につながるという問題がある。
【０００６】
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　本発明は、以上の点に鑑み、フード内に溜まった液体を確実に排水し、内視鏡の視野を
良好な状態に維持し易くすることができる内視鏡用フードを提供することを目的とする。
【課題を解決するための手段】
【０００７】
　上記課題を解決するため、本発明の内視鏡用フードは、内視鏡の先端部の外周面に着脱
自在に装着される筒状の装着部と、前記装着部の先端から延設され前記内視鏡の先端と患
部との距離を一定に維持する突出部とを備える内視鏡用フードにおいて、前記突出部には
、前記患部を洗浄する洗浄液を先端から送水する送水チューブと、前記突出部の内側に溜
まった液体を先端から排出する排水チューブとが設けられ、前記排水チューブの先端位置
は、前記送水チューブの先端位置よりも基端側に配置されていることを特徴とする。
【０００８】
　本発明によれば、排水チューブの先端（排水口）が送水チューブの先端（送水口）より
も基端側に配置されているので、内視鏡の先端が上方を向いている場合においても、排水
チューブの排水口からフード内に溜まった液体が排出され易くなる。
【０００９】
　また、本発明において、前記装着部が前記内視鏡の先端部に装着された際に、前記排水
チューブの先端位置は、前記内視鏡の先端位置又は前記内視鏡の先端位置よりも基端側に
配置されていることが好ましい。
【００１０】
　これによれば、排水チューブの先端（排水口）が、内視鏡の先端位置（レンズ位置）又
は内視鏡のレンズ位置よりも基端側に配置されているので、内視鏡の先端が上方を向いて
いる場合においても、排水チューブの先端（排水口）から内視鏡のレンズ上に溜まった液
体を残すことなく排出することができる。このため、内視鏡のレンズ付近に液体が溜まる
ことを抑制し、内視鏡の視野を良好な状態に維持し易くなる。
【００１１】
　また、本発明において、前記排水チューブは、前記突出部の内周面に着脱自在に設けら
れていることが好ましい。
【００１２】
　これによれば、排水チューブの排水口を任意の位置に配置することができるので、内視
鏡の先端と患部との距離を任意に調節することが可能となる。即ち、フードの突出量を任
意に調節しても、排水チューブの排水口を排水効率が高い位置（例えば、内視鏡のレンズ
位置又は内視鏡のレンズ位置よりも基端側）に配置することができる。
【００１３】
　また、本発明において、前記内視鏡は、経鼻内視鏡であって、前記送水チューブ及び排
水チューブは、前記突出部の内周面に設けられていることが好ましい。
【００１４】
　これによれば、フードの内側に前記送水チューブ及び排水チューブを取り付けることで
、フードの外周面が滑らかな曲面となるので、フードの外周面が体腔壁に接触した際にか
かる患者の負担を軽減することができる。
【図面の簡単な説明】
【００１５】
【図１】本実施形態の内視鏡用フードの一構成例を示す説明図。
【図２】本実施形態の内視鏡用フードの変形例を示す説明図。
【図３】本発明の内視鏡用フードの使用例を示す説明図。
【発明を実施するための形態】
【００１６】
　次に、本発明の実施形態について図面を参照して詳しく説明する。まずは、図１を参照
して、本実施形態の内視鏡用フード１の構成について説明する。
【００１７】
　本発明の実施形態の内視鏡用フード１は、経鼻内視鏡２の先端部の外周面２１に着脱自
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在に装着される筒状の装着部３１と、装着部３１の先端から延設され、経鼻内視鏡２の先
端２２と患部との距離を一定に維持する突出部３２とを有するフード本体３を備える。さ
らに、突出部３２の内周面３３には、洗浄液を噴出する送水チューブ４と、汚れた洗浄液
や患部から流れ出る血液等の液体を吸引する排水チューブ５が設けられている。
【００１８】
　フード本体３は、経鼻内視鏡２に装着するものであることから、フード本体３の肉厚は
、極力薄くなっていることが好ましい。本実施形態では例えば０．５～０．６ｍｍと薄く
なっている。また、図３に示すように、内視鏡的粘膜下層剥離術（ＥＳＤ）において、突
出部３２で患部の粘膜を挙上させなくてはならないことから、フード本体３の材質は、本
実施形態では例えば硬度４０度以上のシリコーンゴムが採用されている。
【００１９】
　送水チューブ４は、チューブ長が、本実施形態では例えば１，０００～２，５００ｍｍ
となっている。送水チューブ４の先端部４１は、フード装着後に経鼻内視鏡２を鼻から挿
入しなければならない点から、図１に示すように、突出部３２の外周面３４よりも内周面
３３に接着されていることが好ましい。送水チューブ４の先端部４１を突出部３２の外周
面３４に取り付けた場合、送水チューブ４が鼻腔壁に接触してしまい、患者に負担をかけ
るおそれがあるからである。そして、送水チューブ４の先端（送水口４２）は、突出部３
２の先端３５と同じ位置に配置されている。送水チューブ４の先端４２が突出部３２の先
端３５よりも突出していると、送水チューブ４の先端４２が患部に接触してしまい、患者
に負担をかけるおそれがあるからである。
【００２０】
　排水チューブ５は、チューブ長が、本実施形態では例えば１，０００～２，５００ｍｍ
となっている。排水チューブ５の先端部５１は、送水チューブ４と同様に、突出部３２の
内周面３３に接着されている。そして、排水チューブ５の先端（排水口５２）は、経鼻内
視鏡２の先端２２と同じ位置に配置されている。これにより、経鼻内視鏡２の先端が上方
を向いたときに、排水チューブ５の排水口５２から経鼻内視鏡２のレンズ２３の上に溜ま
った液体を残すことなく排出することができる。尚、排水チューブ５の排水口５２を経鼻
内視鏡２の先端２２よりも基端側に配置しても、上記と同様の効果は得られる。
【００２１】
　次に、本実施形態の内視鏡用フード１の使用方法について説明する。
【００２２】
　まず、図１に示すように、内視鏡用フード１の装着部３１を経鼻内視鏡２の先端部の外
周面２１に装着し、患者の鼻等の体孔から経鼻内視鏡２を体内へ挿入する。そして、経鼻
内視鏡２の先端２２が患部に近づいたら、送水チューブ４の送水口４２から洗浄液を送水
し、患部に向けて洗浄液を噴出させる。
【００２３】
　次に、内視鏡用フード１の突出部３２を患部の周辺に押し付ける。そして、図３に示す
ように、経鼻内視鏡２のチャンネル２４に挿入された高周波ナイフＷなどにより治療・処
置を行う。このとき、経鼻内視鏡２のレンズ２３の上に血液や洗浄液等の液体が溜まるこ
とがあるが、突出部３２の内周面３３に配置された排水チューブ５の排水口５２から溜ま
った液体を排出することができ、経鼻内視鏡２の視野を良好に保つことができる。
【００２４】
　また、排水チューブ５の先端５２は、経鼻内視鏡２の先端２２と同じ位置に配置されて
いるため、図１（ｂ）に示すように、経鼻内視鏡２の先端２２が上方に向いている場合に
おいても、経鼻内視鏡２のレンズ付近に溜まった液体が排水チューブ５の先端５２に流れ
易くなり、効率よく突出部３２内の液体を排出させることができる。
【００２５】
　本実施形態の内視鏡用フード１は、図１に示すように、排水チューブ５の先端部５１は
、突出部３２の内周面３３に接着されているが、図２に示すように、排水チューブ５の先
端部５１を突出部３２の内周面３３に接着せずに着脱自在にしてもよい。
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【００２６】
　具体的には、送水チューブ４と排水チューブ５とは先端付近まで接着されており、先端
部だけが二股に分離している。そして、送水チューブ４の先端部４１は突出部３２の内周
面３３に接着され、排水チューブ５の先端部５１は、図２（ａ）に示すようにフリー状態
となっている。
【００２７】
　この排水チューブ５は、図２（ｂ）に示すように、排水チューブ５の先端部５１を、突
出部３２の内周面３３と経鼻内視鏡２の先端部の外周面２１との間に挟みこむことにより
固定する。このとき、排水チューブ５の排水口５２が、経鼻内視鏡２の先端２２と同じ位
置になるように配置する。
【００２８】
　これによれば、排水チューブ５の排水口５２を任意の位置に配置することができるので
、経鼻内視鏡２の先端２２と患部との距離を任意に調節して、経鼻内視鏡２の良好な視野
を確保することが可能となる。即ち、フードの突出量を任意に調節しても、排水チューブ
５の排水口５２を排水効率が高い位置に配置することができる。
【００２９】
　以上、本発明の実施形態について図面を参照して説明したが、本発明はこれに限定され
ない。例えば、上記実施形態では、内視鏡用フード１を経鼻内視鏡２に装着する場合につ
いて説明しているが、内視鏡用フード１を経口内視鏡に装着するようにしてもよい。また
、上記実施形態では、送水チューブ４を突出部３２の内周面３３に取り付けているが、経
口内視鏡に装着する場合は、送水チューブ４を突出部３２の外周面３４に配置してもよい
。
【符号の説明】
【００３０】
　１…内視鏡用フード１、　２…経鼻内視鏡、　３…フード本体、　３２…突出部、　４
…送水チューブ、　４２…送水口、　５…排水チューブ、　５２…排水口。
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